
新潟開港150周年記念事業実行委員会

海と日本プロジェクト２０１９
子ども流域連携体験交流事業

実施報告書
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2019年1月1日に開港150周年を迎えた新潟港。港のある新潟市は、日本一の

大河・信濃川と、流域面積1位の阿賀野川が注ぎ、新潟港の歴史もこの二つの大
河の舟運が礎となりました。信濃川、阿賀野川、二つの河川流域に暮らす子ども
たちに、地域の繋がりの学習や海との触れ合いの場を提供し、環境や文化を守
る意識を育むことを目的に、以下の事業を実施しました。

概要

ねらい

１．子ども流域連携体験交流の実施
（川もり海もり調査隊・新潟×長野連携）・・・P2
●（宿泊交流）7月29日（月）・30日（火）

２．子ども流域連携体験交流の実施
（川もり海もり調査隊・新潟×福島連携） ・・・P5
●（日帰り交流）：8月6日（火）
●（宿泊交流） ：8月19日（月）・20日（火）

３．各地域の小学校との海や川に関する学習取材・交流・・・P10
①新潟市立真砂小学校
②会津若松市立大戸小学校
③川上村立第一小学校・第二小学校

４．情報発信事業・・・P11
①WEBサイト運営
②冊子の制作、小学校への寄贈
・会津若松市長への寄贈
2020年2月28日（金）

・川上村立第一小学校・第二小学校
への寄贈→都合により中止



１．子ども流域連携体験交流の実施（川もり海もり調査隊・新潟×長野連携）
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○時期
2019年7月29日（月）・30日（火）

○場所
新潟市

〇参加者
公募で集まった新潟・長野両県の小学校5、6年生42名

〇内容
日本一の大河・信濃川でつながる新潟県と長野県。千曲川・信濃川流域の
子どもたちが、川の終着点である日本海でとれる水産資源や新潟港につい
て学ぶとともに、参加者が自身の出身地域のことについても調べ発表した。
また、地引網体験なども行い、海に親しんだ。

▶7月29日（月）
新潟市メディアシップに集合
信濃川河口の新潟西港を見学
万代島多目的広場での展示ブースの見学・レクリエーション
日本海区水産研究所で水産資源についての学習
新潟市芸術創造村・国際青少年センター「ゆいぽーと」で宿泊
グループごとに分かれ、出身地域についての紹介、マップ作り

▶7月30日（火）
新潟市・島見浜での地引網体験＋とれた魚で朝食
「ゆいぽーと」でお魚マイスターによる「お魚食べ方講座」＋昼食
グループで作成したマップをもとにした学習内容の発表
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2019年7月29日(月)開催 新潟×長野(宿泊交流) 川もり海もり調査隊・1日目

新潟市・メディアシップ20階に集合 まずは信濃川について学びました

みんなの住む町と川の大きさは違うかな

貝殻を使ったワークショップも体験
続いて日本海区水産研究所へ

日本海の水産資源について学びました 宿舎に帰ってみんなで夕ご飯

夕食後はグループワークを実施 自分の住むまちや川についてまとめました

新潟西港に移動し、海や港の展示を見学
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2019年7月30日(火) 新潟×長野(宿泊交流) 川もり海もり調査隊・2日目

2日目は早朝から海へ移動 快晴のもと、地引網体験を行いました

みんなで引っ張り上げて、魚はいるかな？ やったー、魚がとれました

帰ってお魚マイスターのお魚食べ方講座とれた魚はさっそく調理していただきました

上手に食べられるようになりました！ 最後はグループワークの内容を発表

新潟と長野のまちや川のことを教えあいました 2日間でみんな仲良しになりました！



5

２．子ども流域連携体験交流の実施（川もり海もり調査隊・新潟×福島連携）

○時期
●（日帰り交流）：8月6日（火）
●（宿泊交流） ：8月19日（月）、20日（火）

○場所
新潟市、聖籠町

〇参加者
（日帰り交流）：公募で集まった新潟・福島両県の小学校5、6年生27名
（宿泊交流） ：公募で集まった新潟・福島両県の小学校5、6年生30名

〇内容
新潟県と福島県をつなぐ阿賀野川の下流地域及び日本海には、石油などの
地下資源が産出され、また阿賀野川河口に近い新潟東港には、国内有数の
LNG基地があり新潟県内や会津地方など各地に供給している。こうした
「エネルギー」をテーマに学習を行うとともに、両県の子どもたちの交流
を図った。

（日帰り交流）
▶８月6日（火）

新潟市秋葉区・里山ビジターセンターに集合
地元ガイドの方による石油の地層見学及び実験学習
新潟東港にあるLNG基地の見学

（宿泊交流）
▶８月19日（月）

新潟市秋葉区・里山ビジターセンターに集合
地元ガイドの方による石油の地層見学及び実験学習
新潟市芸術創造村・国際青少年センター「ゆいぽーと」へ移動
新潟大学・本田教授による「雪の結晶づくり」実験学習
新潟市・上新栄町浜にてライフジャケット講習・水上バイク体験
「ゆいぽーと」にて宿泊
グループごとに分かれ、出身地域についての紹介、マップ作り

▶８月20日（火）
新潟東港にあるLNG基地の見学
海鮮食堂にて昼食
「ゆいぽーと」に戻り、グループで作成したマップをもとにした学習内容の発表
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2019年8月6日(火) 新潟×福島(日帰り交流) 川もり海もり調査隊

新潟と福島の子どもたちが集合 ますは新津丘陵の地層見学へ

色の濃いところから原油が染み出ています 原油のしみ込んだ砂を燃やす実験

地層がどうやってできるかも学びました 午後は日本海エル・エヌ・ジーへ

海を渡ってくるエネルギーを勉強

LNG基地の役割を教わりました
最後はみんなで記念撮影

LNGの体積の変化を学びました
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2019年8月19日(月) 新潟×福島(宿泊交流) 川もり海もり調査隊・1日目

新潟市秋葉区にみんな集まりました この地層はいつできたんだろう？

原油が地面から湧いていたんだね 宿舎へ移動して今度は実験の時間

雪の結晶ができる仕組みを学びました うまくできたかな

そしてお楽しみの海へ！

夕飯を食べて最後にグループワーク みんなのまちや川についてまとめました

ライフジャケット講習、水上バイク体験を実施
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2019年8月20日(火) 新潟×福島(宿泊交流) 川もり海もり調査隊・2日目

翌朝はLNG基地の見学会 模型を見たり…

海から来るエネルギーについて知りました 全員での集合写真

昼食は新潟市内の食堂で海鮮丼！ お魚好きになってくれたかな？

宿舎に戻ってまとめの発表会

みんなで協力して発表しました とてもいい発表ばかりでした

新潟と福島はどんな違いがあるかな
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⚫ 地引きあみをしてみて、とても重く、時間がかかったことにびっくりしました。かるく、すぐできる

ことだと思っていたので、知れてよかったです。そして長野の事も知れました。

⚫ 魚の減少やスーパーに売り出されるまでの道のりを知れたのでよかったです。

⚫ 他の学校の友だちと仲良くなれてよかったです。

⚫ お魚をきれいに食べる食べ方を知れてよかった。

⚫ いろんな初対面の人と仲よくなれた。初体験の事もいっぱいあった。

⚫ 信濃川、千曲川の近くは、田畑や果じゅ園が多くあることに気づき、知ってよかったと思います。

⚫ たくさんの友だちもできて、やったことのない体験もできた。

⚫ 男女関係なく、たくさんの友だちができた。川と海の家族が知らなかったことをたくさん学ぶことが

できた。

⚫ 日水研での日本海の事や魚の事などをしっておどろいた。

⚫ 信濃川と千曲川は長野で合体してから、新潟に来ることが分かりました。

⚫ 初めて会う人たちとも仲良くなれてうれしかった。

⚫ 石油の地層が見学出来て良かった。エルエヌジーの見学で全体的に大きくておどろいた。

⚫ 日本海のエネルギーを学べたし、たくさん友達ができた。

⚫ LNGのやっている仕事がすごく心に残りました。水、ガス、海などのありがたみが分かってよかった

です。

⚫ 福島県と新潟県はつながっているということ！

⚫ 日本海や石油のことを知ってよかった。最後に班ごとに発表するときのほかの班の発表がとても分か

りやすいのでその発表したことを知ってよかったなぁと思いました。

⚫ 海ではじめてあそんだり、水上バイクにのれたのがたのしかったです。石油に火をつけるともえるこ

とが分かったり、ＬＮＧきちでは大きな船で外国から石油を取りに行っていることが分かりました。

⚫ 新潟の海で水上バイク体験が一番楽しかったです。

⚫ 友達ができたし、日本海や石油についてよく学べた。

⚫ 私は新潟大学の本田先生の講座がよかったと思いました。自分では調べてみようとは思わなかった雲

の成り立ちや雪の出き方だったけれど本田先生の講座は分かりやすく、さらに実験を通して自分で実

感することができました。

⚫ 川や海はふだんの生活にかなりかんけいしているんだな～と思った。

⚫ 実験とかしたり、水上バイクをしたりするのが、とてもおもしろかったです。

⚫ 日本海に資源が眠っていることを知らなかったためそれに関係するところなどをたくさん見学、体験

できた。

⚫ 海水浴と宿泊がとても楽しかったです。

川もり海もり調査隊 参加者の声 ※アンケートより抜粋
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３．各地域の小学校との海や川に関する学習取材・交流

○時期
①新潟市立真砂小学校：10月1日(火)
②会津若松市立大戸小学校：12月6日(金)
③川上村立第一小学校・第二小学校：12月9日(月)

〇参加者
①新潟市立真砂小学校：4年生
②会津若松市立大戸小学校：3・4年生
③川上村立第一小学校・第二小学校：4年生

〇内容
新潟県、福島県、長野県の各県で川や海について学ぶ小学校の取り組み

を取材するとともに、出前授業なども行い、それぞれの地域について紹
介するなど、学習交流を行った。
①新潟市立真砂小学校
海岸に近い同校では、毎年全校での海岸清掃や保安林の植樹を行い、海や環境に
ついて学んでいる。この取り組みについて取材を行った。

②会津若松市立大戸小学校：3・4年生
市内を流れる阿賀川とその支流で学校に近い闇（くら）川の生態系などを調べ、
川の役割やきれいな川をどうやって守るか学習する様子を取材した。

③川上村立第一小学校・第二小学校：4年生
千曲川・信濃川源流の地である川上村の小学校2校で、千曲川・信濃川が海に至る
までの様子や、暮らしへのかかわりなどを学んでもらうため、信濃川下流河川事
務所の職員の方をお招きし、出前授業を行った。
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４．情報発信

○時期
① WEBサイト運営 2019年4月1日～2020年3月31日
② 冊子の制作、小学校への配布 2019年9月～2020年3月2日
会津若松市長への寄贈 2020年2月28日(金)
川上村立第一小学校・第二小学校への寄贈
→3月6日(金)に予定していましたが、新型コロナウィルス拡大防止に
よる休校措置により中止いたしました

○場所
②会津若松市

〇参加者
②会津若松市：会津若松市長、新潟市政策企画部次長、福島民報社、
新潟日報社

〇内容
① 信濃川、阿賀野川と日本海の繋がりを学ぶ情報集積サイトを制作、体験
交流の学習成果及び冊子情報を発信した。

② 体験交流の学習内容をまとめた冊子「もっと知りたい私たちの海と川と
港 水産資源とエネルギー」を制作し、新潟市、佐渡市、聖籠町、及び
新潟県の信濃川、阿賀野川流域の小学5年生、長野市内の小学5年生、
会津若松市、長野県川上村の小学校4・5年生、約18,500名に配布した。

冊子表紙 会津若松市長への贈呈

ホームページ
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長野しおり A4 14ページ

制作物＝【川もり海もり調査隊・新潟×長野】①

チラシ A4表裏 5,000部
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新潟日報朝刊 5段１／２カラー
掲載日：6/23、24、26、30、7/2、3、7、9

信濃毎日新聞朝刊 5段１／２モノクロ
掲載日：6/23、26、30、7/10

制作物＝【川もり海もり調査隊・新潟×長野】②

新潟×長野交流・新聞紙面広告
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チラシ A4表裏 5,000部

参加者配布しおり（日帰り交流）A4 4ページ

制作物＝ 【川もり海もり調査隊・新潟×福島】①
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参加者配布しおり（宿泊交流） A4 14P

制作物＝ 【川もり海もり調査隊・新潟×福島】②
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新潟日報朝刊 全5段カラー
掲載日：7/4、8、9、15、21

福島民報朝刊 全５段カラー
掲載日：7/3、18、21、31

制作物＝ 【川もり海もり調査隊・新潟×福島】③
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記事掲載＝信濃毎日新聞社_1

2019年7月9日付朝刊参加者募集記事

2019年7月30日付朝刊
体験交流会1日目記事

2019年7月31日朝刊
体験交流会2日目記事
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2019年9月29日付 採録記事10段

記事掲載＝信濃毎日新聞社_2

2019年12月10日付
川上村小学校 出前授業記事
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2019年7月6日 福島民報参加者募集告知記事

記事掲載＝福島民報_1

2019年7月19日付
福島民報「論説」
掲載記事
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2019年8月9日 福島民報 実施記事①

記事掲載＝福島民報_2

2019年8月21日付 福島民報 実施記事②
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2019年10月5日付 採録特集

記事掲載＝福島民報_3



22

記事掲載＝福島民報_4

2020年3月2日付
冊子寄贈記事
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記事掲載＝新潟日報社_1

2019年7月30日付_朝刊
新潟×長野交流記事

2019年8月20日付_朝刊
新潟×福島交流記事
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記事掲載＝新潟日報社_2

2019年9月17日_朝刊 子ども新聞ふむふむ 川もり海もり採録
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2019年10月1日_朝刊 子ども新聞ふむふむ 川もり海もり採録

記事掲載＝新潟日報社_3


